
絹織物構造と柔軟性との関係について

三浦乾太郎*・一志淑夫**・内田貞夫***
Kentaro MIURA, Toshio ISSHI, and Sadao UCHIDA : On the Relation Between the 

Softness and Structure of Silk Fabrics.

　　　　　　　　　　　　　　（1953孟昌9Jヨ15日・受藻嚢）

緒　言　　　　　　　　　　　　　第廠織物表襲と曲げuall性

究した。　　　　　　　　　　　　　　　　　“7………1’「1t．’tt’国．t『’…F“rマ…蒔；暮〔；wn’Nttt’－v…

．縞P物の糊瞬｝塑懲繍価艶セ勲・ゴ爾胴（…端1二1－一．・．一魂一暑臆所・・雛

方法は既に数影く試みられているが，薯滑！皆；の中：r：入厭　　　備渚磯喪の区別蓑は試片表面を外にして曲げる離を

光に織物等の柔軟性を表示する方法を発…縫し，その蕪当　　　　意昧するoill1げ方向たてはたて糸方両を曲げる場含

農謂艶鷺1撚1凱薫鷲瑠餐　轍撚禦1：鍔1総糸繍磁灘
t°° @　　　　　　　　　　　外にして」lllげても～鐸糖外にして曲げてもモ翻1il欄眺
　　　　　　　試料及び案験方法　　　　　　　　　に余り墾ならない・之に対して片鰍1正織とし》ごハツク織

蓼験臨た試片胱闘した同一種・絹織布・・5で・読響騙浮1鵬鷺藷繊烈i蠕暢

鋤瀦饗筒形に変形させる際嚇・生ず舳　之等につ、、て胴醐織嘲合燃、：rtil－一一・であ。。

げモー 卵笊ﾚで購する浪懸‘sぬつて求で異ならな・…鱗であ・が，たて加臨若モ灘

欝淫灘鞭Dを以てその梁軟繍難鷲嘉甕縦騰蹴難
　　D　”1・　65×1°『3β（・・　”Crn2）　　　　・・織で鶴1欧示剃獺からみら滴ように顯

測馴蝦片の伽゜mmにとり・蹴片の勅魑をと　に長・髄があり，。の紛磯酬。して師る離

つた・灘齢15°瓢75％土1％であ吐　　酬す・締槻譲を躯して酵る驕よりrtlR－F

　　　　　　実験結果及びその考察　　　　　　　　　　　　　笙1図　ノ・ツク織の切断面

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」こ糸　　だ1糸　　表
1犠物畿裏による器響

組糠驚繍磯旙嵩繍曹＿deeSbOSi縦断面
してハツク織を用いて実験した結果を第1表に示す。

鰍嚇渤嚇，勧，その欄の1柵。卿り描脚　．2墜＿灘＿L饗墾ぞり璽塑鮒蟹饗艶．

謙織罐灘駿藻器越罐一織・畦一隆1憐：：器

　L　　　l　　．　．＿．，　，　　　　　　　簑　　　　1
要な因子とみ蹴され、い勾④。i・の柔軌凶・を鑓猛化する　　　　　　　　　　1　　褒　　　iよ　こ　i　　　7，（、6

之によると噸欄嘱合翫て・X・it方向共蔽を　　　　　d）　　　　融緬
＊　信州大学繊維学部槻織学研究室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’招：＊＊＊＊　　　〃　　　　　機械コニ挙研究窒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c：　、k　　　fi・r　k，　　裏



82　　　　　　　　　　　　　　　信州大学繊尉鰯を部研究報魯　第3号

抵抗が大に筋のが主｝・影響するものと翫られる。　　　　第2表甜軸鰍と川燗1’ll

　なお以上によつて片面組織の場合ぽその表襲にょって　　　，

曲げ剛性を異にするので，君平価に当ってはその妻礎を充

分に考鷹せねぼならない。　　　　　　　　　　　番号

　以後の堪験はすべて袋を外に曲げる場合を用～・てい

め
t“。　　　　　　　　　　　　　　’1　　　　　　　、、t「　　　　　　1

　2　織物組織による影響

試片として徽，撒な一慰して設言1・，製繊・本　2

練した原組織，その変化組織，及び縛別組織計20種の絹　　　3

織龍用い譲験した結巣を第2褒に承す。

第2表によつて撫すると次a・1＝とカミみられる．　　4

　ての　一般にたて方向に曲げる場含の方が・よこ方向　　　5

に曲げる：陽合よりその曲げ剛慨橡ゾくさ’く表われている。

加鱗1の際たて紺礎倣ぎ繊力が加えられてv・　6
るが，よこ糸は不定な小張力が作用するので，第2図の　　　7

平織の切断醐の例でみるように，よこ方陶のよこ糸の方

がたて加のたて糸より初励！曝多く・この肋ll韮1げ　『

る場無て荊よりその曲鵬1憶が主として小Sくなる　9

亀のと思われる。　　　　　　’

蘇；聖騰騰繊隷攣．臨、ll
の曲｝鋼甦がほ縣しV・か，或Wま逆になつ一CNわll’Lて

・粥織があ・．ヒの騰髄・2冴斜子・a4來襯はい　12

謝巌灘鱗蘇翻継繊諜二　13
N．、て鮫徽数により，たて方向のたて糸の櫓糧移　 14

くなり・之が（・）の影簿慮しブ・て方向の曲げ附が　IS

小ざくなづで，よこ方向のぞ乳と微㌣等しい値か，或い

醐に表沸てく・も・と思われる．擁畦で職窃　16

向の曲げ醗が轍のよこ方向よ1）小に・よこ痢瞬　17
織のたて方向とほ爵等しい値な恭しているが之1洩鍵とし

て変錯度数の関系でたて方向の曲げ；耐性が小さくなつた　　　18

　　　　　第2図’平熾の切断面　　　　　　　　　　1g

　　　　　よこ糸た蹄　　　　　　 20

組　　織

平　　　　織

22経　　眺

2．、斜　　子
2

2　斜　　子
斗

4　斜　　子
4

1　　綾
3

1　破　　綾
3

2　　綾
2

2．破　　綾
2

鑑．山形綾
　2

1　　綾
’“

1　破　　綾
“ラ

8枚朱子
4．　　綾

‘ト

A　來子綾
4

砂　子　地

ノ・ツ　ク織

蜂　巣　織

二壁二L塑．－llll卵ilげ剛性

謀鵡1交鍛数il

鷺譜繋関方向

模　紗　織

グレシヤン織

102

94

96

1041　loo，

1〔｝〔｝　50

196　50

96　8B

96・88

100

98

98

96

’98

96

96

96

100

98

98

98

98

88

96

96

’98　96

94　96

102　96

100

96

96

99

2S

1〔〕o陰ぎ

1・・慌

：権1

・・1・・

f〔〕

50

50

1

50

i

・50

25

1

25

125

96

25

2S

5Q

50

50

75

i

50

2s

25

25

たて

競

援

羨

羨

羨

援

暖

競
よこ

s7’@S奄r”　5P
75

25P
17’il

75

s9・59

96　50　50

96196itl，41441よこ

たて
よこ

たて
よζ

たて
よこ

たて
よこ

たて
よこ

たて
よこ

たて

1⑪惣一cm2♂

5，38
呼，73

4．〔14

5．90

6．5・ト

4．72

5．6（、・

548
5。99

3．66

5，65

4・95

s．38

4，03

549
3．86

6。03

3。62

5．78
5層．76

5。81

3．96

6．65

4・97

5．45

5．29

648
4。34・

5．26

5、31

5，s2

4・49

8。94

5．49

21・20
9．72

6．91

5，48

5・　41

4．94

　　　　　　／　　　　　　　　　　備考　1げ方ft”」・t：てはたて紡敵il　げる場命であ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るo試片の用糸はいずれも21d×4片，たて。よ

”nv－〈＝）　　縦断面　　　　　こ糸燃数400撚1mである。

．　　　　　　　　も・・棚・・．梱子もと・領向を示してい・ようで
，　　　、，　キ顔断面　　　あるが，よこ糸密度が88本1吋であるので，之がたて糸

・　　　幾謄饗毒灘灘総去弄黎叢藷
よこ糸　た了糸　　　　　　　度獅5で，3倍も勲：るので，当然」二の聯1を支持する



竃浦゜叫志’内田：絹織物構造と柔軟儀との関係について　　　　　　　　　　　　83

ものと思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　異つているようである。・一般にこの爽験範囲で幅二，よこ

後灘こついてはた・C・’よこ糸憂錯度．1tw7J：ff・ilじである　糸搬が増すにつll．，たて糸のmt曲i鎚多くなり・之が主

が，8枚朱子では糸の浮きが長いため｝こ，たて糸張力の　に曲げ剛撰…を｝劇・させるものと思わ’t”Lる。鞠1の場合に

影響が余り表われず，た℃。よこ方向共に同・一組織であ　　　はその組織の上から却つてよこ糸の影響が大きくひ黛ぎ

るのでほ踏接近した億を示すものと思わ牙1、る。　　　　　　よこ糸糊度火になると曲げ剛憐が大に為こるのではないか

　（C）　特別組織tin－一’般にllllげ剛憐が：大であるJ就μFじ峰　　　と考えられる。もとよ♪織物｛“；たて・よこ糸の変餓した

単織ほ最大の曲げ醐性な氷し隔ごいるが，之ぽたて・よこ糸　　　構成体であるので，種々の因予を考ねばならず，解刷〒に

の長い浮きの部分が山となり，短い浮きの部分が谷と1｝：　　は附難があるので今後この恵考究していくつもりであ

つて，極端な凹凸を生ずる組結1である。従つて補強Ψ・板　　　る。

の如き構造と考えられ，有効厚さが大になるので，曲げ　　　　なお第3図でみるようにだて・よこ方陶のrlUIT）t剛1生は

剛生もヲ1糟に大きくなるものと思わtl．る。なおノ：二て方向　　いずれ賦ゴご・よこ糸密膠窓；しい100木ノ吋近辺矯に蕩

・靴大であ・が湘概・ものtath：て弧加鄭・・あ猟よこ糸轍13・T4sc／［r；1　i）iC：iZlでは擁・購、

rl卜繍1であるので・製織の影1黙よ）5・4・の脇ろう・　鷺等しく締溺である・平織の・壌善舗・際験1・斌

　3　密度による賜響　　　　　　　　　　　　　　　　かつたが，この範田では平行で導1，くならないようであ

轍，擁，・撒子・・脈軌嶋繊・縮　・・
度なかえて爽験した結果を錨3図に示す。た「：糸樹度は　　　　4　撚数による鮨響

・…糊鰍繍1の場合胴じで嵐　　　雛・よ・・糸撒な・から12嚇／輔でen化さ擁
　之によるとよこ方向の咄げ剛性セよ・3踵類共に：ノく休よ　　　絹織布を胴いて1；終験した結讐匙な策4図に承す。他は組織

こ糸密度の増加に応じで増大し，低辞同一一一曲線にのるよ　　　の暢合と同じでるあ。

繍灘　，編騰鴛轟轡蹴灘窪　　第・図撚聯げ賜明性
　　　、　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　”－ny

渉棄少するようであるO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　7

　よこ方向について臓よこ糸齋度の増力i1｝馬同一巾に於　　　　　　6

けるよ・細鋤麟・ので愚然そ・匪1欄勲蹴　檸・

線でi凝わせよう。

　之に反してたて方向については，その様相が複雑で簡

　　　　　　　　　　　　　　　　⑭
＿＿－P．．．’＝v＿一麟一繍崩⑧欄一一⑦一一噸一一一

Xs狽唐?|一＿．x

　　　　　・　　”一一一“‘一・一一・一．＿．、c，

　⑭　牝て力陶

　　x　よ～：方1朗

0　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　1200

　　　＿　　　　　　　　　　　　．　　　．　　　　　　　　　　　　　　よこ糸撚数　撚ノrn

単に考察傭評鶴脚枚柵瑚臆に斎1：潟蕪稟3禦欝難謙
　　　　　　　細図徽と曲げ附　　　 麺物1。つ，a・vc　geかながら灘す。ようである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋　　　13　　　・醐xeYipt・　　　　　　之はよこ糸岳徽のみの変化の影響丈であるので，た
　　　1　　　　　　　丹t　’粒　　◎　　　　．

　　　Il　　、．　tW⑭　Y　　　　．　　て方向の直ilげ剛嵐煉り影響されないものと考えられ

畿　藤・・e　　　るf…よ・方向k・　Dv．vcは，一麟蜘徽糊

　　　　　
　　　　」．　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　め曲げi剛性が小さくなるのではな、、かと、思われる01200

　　　　L一け・窟嚇蹴一、。。L，4HJ　2．JL・p撚！mまで舳るので纈のよう｝・燃・渤嚇猷

　　　　　　　　　よこ糸密度　本1吋　　　　　　　　　欄み碍なかつた。



84　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信州大学織維t－“u部イilF究報告　第3号　　「

　　　　　　　　　　　　　　　　結嘗　』　』　』　　　s“mmary．
　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　．、　　．　　．　　　　　Writ¢rs　studied　on　the　re玉atioロof　the　fle．xibility

　　・以上絹織物の構造と染｝欺1生との関係を・そのIIIIげ剛性　　and．　the　various　structures　of　si｛lc　fabrics。　W亀智

によつて撒翻した結・果・次職1論を碍ブ・・　1mea、u，。d，h。　f1。。lbili，y。f・h，・f、b，1、　by　i・，　f・、。　tl－

　　11・両醜織で譲難よつ“i：暫の［til｝う糠1：言は摩’らな　、！。i，圭di，y．’A。。。。di。g，。，hi，。。p、，im，，、t，・h。

、”が，緬繊で瞭㌫招旨て勲る・　　』℃・f・’・ll’。wi。，，。，鵡W，r。・b・・in・d．

”．2・・一般にたてli’Ftlの蘭』脆はよ午鋼のそt’L」：り　1）h＿。。，id。　w、av，，、he　fl。。u、1，i，idity

大である・又特胴繍1蜥吊撒びそ畷化繍1よ｝）　「e，19。b，。i。，a’．i。　b，。di。，，h，　f。。。、。，f。c。。f。£、b，量。

　　M’1e　　　　　　　　　　．　．　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　1　　　　　　　　　　0btside　differs　f’i’om　th“　one　Qbta　ine　cl　in　hen（lin探

　　　　2．よこ糸轡慶を増加すると，よこ方向の曲げ蹴跳も　　i亡sback　surE，ace　out．side．

　　増大する。　　　　　．　　　．　　　　　　　　　　　2）Ih　generul，．　the　flexuft1「ig五dity．◎f　the　wa「P

　　．・・㌔綾で・謙撒醐すと，」・・方向で断舳d・……》…1・・g・・　・h・・・・・・…ftl－f・

　　翻1・匡k聴かながら減少す」b。　　　　　　di・・c・i。・・And・p・ci・1　w・・〉・is　stlff・「d・｛1｝°thc「

　　　終りにのぞみ，本劉験に協力翻した四嶋久丈君に感謝　xveaves・

　　の馳表する。傭本徽1蚊音日省科学研搬によつた　13）A・・h・cl・n・ity・f　「h。　weft　threads　inc㈱cs・

もあL（1．．inる。．噛 @　’　　　　the　flex・1・喚kli・y・f・he　w・f・di・…i・）n　g・…

　　・．．・．　　　．　　．　　　　　　　　　　　larger唱
　　　蓉i孟　　　　　　　　　　　　　　　tte　　　　　　　　．．　　14）　In　2！2　twi1正，　as　the　nu　riber　of　twigt　ユ：」f

　　　（1）三浦，内田，一志；儒州大学繊維学啓β研究報－缶　　the　weft　thtcad　increases，　the　flexuaI　rigidity　of

　　　　　　　　　2　89・一一＋9‘1（1952）　　　　　　　　　　　　　　　　the　weft　dlrection　gmws　s血訊Uor．

　　　②「例えばS騨咽・H・調・X・1・・TES’rlNe．・　　．（L。b。，、、t。，y。f　W、、融。。・cl　L。b・・⑩y。f

　　　（3）一志・内田；欄磯榔絵誌655『59（1953）　　M・ch・⑩1　E・蜘・e幅F・・ul・y・f　T…ile

　　　（4）一忠・内田；未発表　　．　　　　　ancl　S。ri。ult鵬ShinShu　U、、iv，，sity）

j

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

’


